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どうなる !?
　　介護保険制度
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神戸 YWCA クリスマス
　12 月 3 日（土）、神戸 YWCA『聖
句と賛美のクリスマス』の賛美礼拝が
開かれた。美しい映像に導かれ、聖句
の朗読と出席者一同の賛美が交互に進
められ、心一つにイエス・キリストの
誕生を祝う会になった。特に、今回は

「賛美歌を歌おうかい」「カフェもぐも
ぐ」や、学院の「はっぴーすくーる」「外
国語コース」など、日頃 YWCA のプ
ログラムに参加されている方々の出席
があり、神戸 YWCA のクリスマス会
という想いが強く感じられた。参加人
数 35 人。　　　　　　　（野村 春美）

2016 年度 クリスマス献金送付先
今年も多くの皆様がクリスマス献金をお
捧げくださいました。感謝してご報告い
たします。（キリスト教基盤部）
神戸の冬を支える会、W・S ひょう
ご、神戸いのちの電話、原爆の図丸
木美術館、被災地 NGO 恊働センター、
釜ヶ崎喜望の家、吉田実牧師の活動

「中国孤児援助」、日本 YWCA 東日本
大震災被災者支援募金、日本 YWCA
災害時支援募金、日本 YWCA ピース
メーカーズ募金、神戸 YWCA 保育園、
神戸 YWCA　以上 12 団体（敬称略）

アドベントの
アフタヌーンティー

　12 月 6 日（火）「平和を願いとも
に平和を祈る待降節」の集いをいた
しました。
　長内慶喜牧師（キリスト兄弟団
神戸教会）に礼拝をお願いしまし
た。「インマヌエル」ということば
は「神は我々と共におられる」と
いう意味であると、力強いメッセー
ジでした。佐伯かをるさんに聖フ
ランシスコの「平和を求める祈り」
を朗読していただきました。姫路教
会の池内和子さん指揮によるアン
サンブル詩音のコーラスで、高田三
郎作曲「いつくしみと愛」「平和の
祈り」、鈴木憲夫作曲「マザーテレ
サ愛の言葉」等々、平和の歌を沢山
唄って頂き、心温まる集いでした。
参加者は 38 人。　　　（郡 あや子）

第 58 回 神戸市民クリスマス
　今年は 12 月 16 日（金）、カトリッ
ク神戸中央教会で、「みんなで祝おう
クリスマス」というテーマで開かれ
た。賛美礼拝で主イエスの御降誕を
思い、共に喜びを分かち合った。そ
の中で神戸 YWCA も聖書朗読にたず
さわった。
　また、キャロリング参加者や来場者
を温かい飲みものとお菓子で迎える
ホットコーナーでは、カトリック社会
活動神戸センターの皆さんによる心温
まる豚汁も出され、祝された市民クリ
スマスであった。　　　（モーア アン）
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　これは 1970 年代に行
われていた、青年部聖書グ
ループの合宿のようすで
す。いつも六甲山の保養所で、日
曜の午後から始まり翌朝早く解散
し、山から下りて職場に向かいま
した。毎回「自由について」など
のテーマを決めて、メンバーの発
題や顧問の笠原芳光先生の講義が
あり、そのあと名物のすき焼きで
盛り上がり、夜遅くまで議論が続

きました。この頃は、月２回の例
会（月曜夜に開催）も参加が多く
活発でしたが、だんだん少なくな
り、1983 年にグループを閉じま
した。私は 1971 年に、この聖書
グループで神戸 YWCA と出会い、
今日に至っています。

（三浦 啓子）

　川島憲志さんを講師に迎え、神
戸 YWCA がこれから取り組むべ
き社会的課題を検討し、プログラ
ムづくりを学んできた「新たな活
動づくりワークショップ」では、

「私らしく生きる」女性をゲスト
に迎え 4 回のトークイベントを開
催することとなった。話を聞くだ
けでなく、参加者同士が積極的に

交流できるような運営につとめた。
　第 1 回は 11 月 26 日（土）、「神戸で農家とレストラ
ンをつなぐ」をテーマに、「RIPPLE KOBE」事務局の
桂知秋さんを迎え、生産者と消費者をつなぎ地域をデザ
インする熱い思いを聞いた。交流会では、野菜セット
の販売とレストラン「ボナトリーチェ」に協力いただ
いたオードブル料理で、その取り組みを体感した。参
加者のご厚意によりワインも提供された。参加者 22 人。

　12 月 18 日（土）の第 2 回は「ローカルでグローバ
ルに生きる」と題し、姫路城に近い「ヒメジガハハゲス
トハウス」を切り盛りする松岡京子さんに、オープンの
きっかけや悲喜こもごもの日常について話してもらっ
た。シェアハウスを運営し、「ひめじ手づくりてんこも
り市」を 11 年間主催するなど、国際的な視野で地域に
根ざすパワーに圧倒された。韓国料理店での交流会は図
らずも「女子会」となり、話が
尽きなかった。参加者 16 人。
　女性がよりエンパワーされ、
社会やコミュニティに関わる
きっかけとなるような出会い
と学びの場となるよう願う。
　第 3 回は井上保子さん（1
月 28 日 ）、2 月 18 日 の 第 4
回は羽田尚子さんを迎える。詳
細は4面。　　　　（秋月 啓子）

桂 知秋さん

松岡 京子さん
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地域のお店「くるくる」
　分室に「くるくる」がオープン。
毎月第３木曜、13時から15時30分。
ステキな品物を見つける、ひと時に。
　物を大切にし、丁寧に生活したい
と思う。愛着のある衣服等を、誰か
が着てくれたら、なんてステキだろ
うと持ち寄られた品物たちが、再び
輝くように想いを少し加える、次に
袖を通す人を想いながらお店をディ
スプレイする。準備には、親しまれ
た「ふるふる」のノウハウとフリー
ヘルプさんの力をお借りしている。
　子どもや女性服、アクセサリーをお
寄せください。そして、一緒にお店づ
くりをしてくださる方を大募集中。「く
るくる」を地域のお店に、新たな居場
所とするために。　　　（小川 佐由理）

３市 YWCA 交流会
　1 月 14 日（ 土 ） の 午 後、 大 阪
YWCA で　手づくりの「お好み焼き」
に舌鼓を打ち、3 市 YWCA（京都・
大阪・神戸）交流会をもった。
 今回は熊本大地震に遭遇し、被災者
支援にあたった、熊本学園大学福祉
学部の学生 3 人（熊本 YWCA 会員）
の体験報告であった。避難所となっ
た大学で障がいのある方への直接な
助けをしたことであらためて「人の
力、つながり、助け合いの温かさ」
を学んだと言われた。
　各YWCAからの支援物資は適切で、
公的な支援以上に早かったそうだ。顔
の見える援助に感謝の言葉があった。
　次回の 3 市Ｙ交流会は拡大版とし
て、7 月 15 日（土）～ 16 日（日）
に「リーダーシップの要請を考える
～ 3 市 YWCA 合同合宿」をおこなう。
場所は関西セミナーハウス（京都）。

（鶴崎 祥子）

29
神戸YWCA被災者支援プロジェクト

２月の福島。福島の冬は美しいです！

　 神 戸 YWCA は 2011 年 か ら 日
本 YWCA と恊働してセカンドハウ
ス・プログラム事務局を担ってき
ました。快く家を提供してくださっ
た大家さんと、初めての地に飛び
込んだ利用者さん。利用者総計は
174 家族・606 人になります。事
務局として多くの方との出会いを
与えられ、感謝でした。
　2017 年から事務局は「カーロ
ふくしま」へ移ります。福島の方々
の地元での働きが用いられるよう
に祈ります。　　　　  （西本 玲子）
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理事会報告
　12 月 7 日（水）第 5 回理事
会。次年度人事案について検討。
1 月 11 日（水）第 4 回まごの
手未来プロジェクト。新しい総
合事業への対応について協議。

（総幹事・寺内 真子）

賛助員
岩井 義矢　　　　　 （敬称略）

編集後記
　アメリカの新大統領は就任
演説で自国第一を連発。世界
はどこにいくのかわからなく、
不安で光が見えない年となり
そうだ。 　　　　　　（H・N）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● わいわい科学クラブ（小学生対象）
2 月 18 日（土） 「カルメ焼きにチャレンジ！」
① 10 時〜 11 時 30 分② 13 時〜 14 時 30 分
参加費　1 回 200 円

● カフェもぐもぐ
若年性認知症の人と仲間たちのカフェ。
2 月 4 日（土）・3 月 4 日（土）10 時 30 分〜 15 時
参加費　300 円　
＊昼食はカレーを作って食べます。

（要予約、別途食事材料代が必要）。

学院だより
　1 月 17 日（火）、神戸市シェ
イクアウト訓練に参加した。
授業中に地震が起きた想定で、
まず頭を守って姿勢を低く保
ち、揺れが治まった後に建物
外へ避難する練習をした。日
本語コースの受講生の多くは
地震のない国から来日してお
り、訓練も初めての人が多かっ
た。「避難」など、災害時に特
有の言葉も学んだ。
　また、日本人も外国人に分
かる「やさしい日本語（例：
避難→にげて）」でコミュニ
ケーションをとりましょう、
という活動も進めている。2
月には、神戸 YWCA 近隣の若
菜地区で、地域の方と地域在
住外国人が一緒に防災訓練を
実施する。　　　 （原田 雅子）

まごの手だより
　昨年より新型インフルエン
ザ、ノロウイルスが流行し、
まごの手の利用者の方も体調
をくずされ、入退院が多くなっ
ています。まごの手でも手洗
い・うがいなどの予防習慣と
十分な睡眠、バランスのよい

　　　神戸 YWCA への
　　　おさそい

食事で体力と抵
抗力をつけるよ
うに心がけ活動
しています。今
年も、報告、連
絡を密にして、

チームワークを良くして頑
張っていきたいと思います。
　4 月から生活支援訪問サービ
スが始まります。ヘルパー資格
のない方は神戸市のサービス従
事者養成研修（2 日間・12 時間）
の受講が必須です。関心のある
方は、松田まで連絡ください。 

（所長・松田 恵美子）

分室だより
わいわいランチ

ボランティア大募集中！
　高齢者や障がいのある方が
住み慣れた地域で生活し続け
ることができるように、「わい
わいランチ」は手づくりのお
弁当を配達し続けています（週
５日／年間約 6,000 食）。た
だいまボランティアを大募集
中。ドライバーや車に同乗し
て配達する人も大歓迎。分室
までお問い合わせください！

（西本 玲子）

保育園だより
　感染症が流行り、小さい人
の集まりである保育園では、
毎日、ヒヤヒヤしながら子ど
もたちを迎え入れています。

働くお母さんにとってもドキ
ドキする季節です。しっかり
手洗いするために、みんなで
歌いながらゴシゴシしていま
す。（園長・梅川 玲子）

運営委員会報告
12 月【報告】▶全国会員総会
▶フェス進捗▶「いま会いたい
☆私らしく生きる女性たち」▶
合同祈祷週▶神戸 YWCA クリ
スマス【議事】▶ 2017 年度神
戸 YWCA ビジョン・活動目標
▶ 2017 年度バザー検討▶来年
度計画検討（100 周年記念事
業準備会設置、組織改編、活動
方針▶定期会員集会議案検討。
１月【報告】▶指名委員会【議
事】▶定期会員集会議案等検
討（2017 年度事業計画案確
認、組織見直しのためのワー
クショップ、つながるプロジェ
クト、定期会員集会午後のプ
ログラム意見交換）。

（書記・野村 春美）

●Taste the World（世界の料理を食べよう！）
「台湾の客家文化を知ろう !!」

2 月 4 日（土）14 時～ 16 時
ゲスト　台湾客家人、李安琪（リ・アンチ）さん
参加費　1,500 円（軽食付き、大学生 1,000 円、
　　　　中高生 500 円、小学生以下無料）

● いま会いたい、私らしく生きる女性たち
「『だれの子どももころさせない』～思いひとつで

つながろう～」
2 月 18 日（土）15 時〜 17 時
ゲスト　羽田尚子さん（安保関連法に反対する
　　　　ママと有志の会＠兵庫）

神戸 YWCA 本館：神戸市中央区二宮町 1-12-10　tel. 078-231-6201
神戸 YWCA 分室：神戸市中央区坂口通 5-2-16　  tel. 078-221-5111

本館

本館

分室

分室

第 97 回
 神戸 YWCA

定期会員集会
3月11日（土）

10 時〜 15 時

神戸 YWCA 会館
5 階チャペル

寄付金控除に関する
お知らせ

神戸市内にお住まいの方は、
2016 年 1 月 1 日以降の寄
付金に対して住民税から控
除が受けられるようになり
ました。詳しくは事務局ま
でお問い合わせください。

 分室わいわいバザー！ 
　日時　3 月 25 日（土）12:00 〜 15:00
　場所　神戸 YWCA 分室
「くるくる」が始まって３か月。ステキな洋服、
アクセサリーに加えて、今年も大人気のちらし寿
司、カレー、焼菓子を販売します。お楽しみに！

		  

		


